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研究成果の概要（和文）：海外留学生と医療系学部学生が合同で、スキルスラボでシミュレータを用いて基本的
心肺蘇生を英語で受講後に急変患者の心肺蘇生実習とビデオフィードバックを行った。また、医学科5年生に外
国人留学生が英語テキストを用いて、英語で縫合実習を行い、実習評価、アンケート調査を施行した。
実習後アンケートでは、チーム連携、コミュニケーションの重要性を再認識し、今後の英語学習も積極的に行い
たい、などポジティブな意見が大半を占めた。また縫合実習では上級医の評価は、平均90.6点（100点満点）と
高評価で高い理解度を示した。

研究成果の概要（英文）：Basic Life Support and suturing training with simulator with English lecture
 were undergone for joint group of overseas foreign students and medical system undergraduates. All 
participants realized team cooperation, importance of the communication again by questionaries after
 BLS, and undergraduates showed high recognition and high score evaluation in suturing training.

研究分野： 医療社会学

キーワード： 国際感覚育成　英語実習　スキルスラボ　シミュレーション教育　ノンテクニカルスキル　Basic life 
support　縫合実習　アクティブラーニング
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１．研究開始当初の背景 
(1)本邦における医療教育分野における英語
教育：2004 年に卒後臨床研修制度が導入され
初期臨床研修後の研修は多様化し、国際化に
伴って、海外で研修する機会が増加しつつあ
る。これに対して外国語、特に英語授業など
で対応している施設を散見するが、あくまで
講義中心の日本の医学教育を英訳したに過
ぎず、海外の医学教育のような少人数チュー
トリアル（PBL や TBL）、臨床能力訓練のため
の面接・診察技法訓練、シミュレーション教
育、参加型臨床実習の英語版を実践している
施設は極めて少ない。 

 
(2)徳島大学医療教育開発センタースキル
ス・ラボ：本学蔵本地区には、医学・歯学・
薬学・栄養学・保健学に跨がる医療系 3学部
7 学科と 5 大学院があり、医療系の全領域に
わたる多職種医療人と研究者の養成を担う
教育・研究組織がひとつのキャンパスに集約
している。2004 年に医学研究科、栄養学研究
科、歯学研究科、薬学研究科が統合されてヘ
ルスバイオサイエンス研究部が発足し、これ
を契機に、それぞれの専門分野の枠組みを超
えた組織横断的な医療人育成教育の支援組
織として、「統合医療教育開発センター」が
設置された（2006 年から「医療教育開発セン
ター」と改名）。このような本学の特徴を活
かして、患者本位の全人的医療が実践できる
医療人、あるいは世界最高水準の生命科学研
究者の育成を目指して、それぞれの専門性を
生かしつつ分野の枠組みを超えた教育体制
の連携・協力を支援している。 
 
(3)スキルス・ラボにおけるこれまでの国際
化にむけた活動:これまでに我々は各教育部
と協力して卒前、卒後、生涯教育における医
療人の育成を支援している。特に海外からの
視察や体験実習は 2011 年から受け入れ、最
近では年平均 3 回の視察、体験実習があり、
研究代表者がオリジナルの英語版実習用テ
キストを作成して、それを元にシミュレータ
を用いて体験実習を行ってきた。連携研究
者・多田敏子教授の地域看護学分野は 2010
年からヘルシンキメトロポリア応用科学大
学ヘルス・アンド・ナーシング学部は、学
術及び研究交流に関する部局間交流
協定を結んでおり、これまでに 4 回

5 名の交換留学生が来日し、スキル
ス・ラボで導尿、採血・点滴、基本
的救急救命処置実習を行った。年々、
日本人学生の参加があり、本年は看
護学科、医学科、留学生の多職種チ
ームで BLS を行った。さらに本学は
モンゴル健康科学大学と 2002 年か
ら学術交流協定を締結し、現在、本
学消化器・移植外科に 3 名の留学生
が在籍し、2009 年からクリニカルク
ラークシップの学生に縫合実習をス
タッフならびに研究代表者とともに、
シミュレータを用いて英語で指導す
る実習を行っている。  

２．研究の目的 
医学教育におけるグローバルリーダーの育
成、つまり、国際的に活躍でき、世界と日本
の医療の相互交流ができる“グローバル
力”を身に付けた医療人を育成することを
目的とし、そのためには、外国語、特に英語
の講義を聴講することに偏重するのではな
く、実際の臨床現場を意識した英語での実習、
すなわち、コミュニケーション、チームワー
ク、リーダーシップ、臨床決断のようなソフ
トスキル（いわゆるノンテクニカルスキル）
を Show how～Does のレベルにまで修得する
ことが必要で、を施行し、スキルス・ラボを
活用して職種連携型のシミュレーション教
育を、英語で海外からの留学生と一緒に対
応・訓練することが、“生きた英語力”を身
につけ、チーム医療を遂行することに対する
有効性を明らかにする。 
３．研究の方法 
(1)＜検討 1. 救急救命処置医療シミュレー
ション実習＞クリニカルクラークシップ（消
化器・移植外科）学生 5名、モンゴル人留学
生（本学総合科学部との交換留学生）5 名が
スキルス・ラボでシミュレータと AED を用い
て AHA ガイドライン 2015 に基づいた BLS の
手技を英語で解説し、タスクトレーニングの
のち、「ナースステーションで心電図モニタ
ーが AF を示し、病室に駆けつけると心肺停
止状態を発見した」という状況設定で、別室
の模擬病室に学習者3名を投入して医師が到
着するまでのBLSの流れをシミュレーション
し、後にビデオフィードバックを行い、チー
ム連携、コミュニケーションの必要性などを
検討した。 
(2)＜検討 2. 縫合実習＞クリニカルクラー



クシップ（消化器・移植外科）実習中の医学
部生（1 グループ 5～6 名、18 グループ）を
対象に消化器・移植外科の外国人留学生が指
導者となり縫合方法の英語テキストを用い
て、英語で外科基本縫合実習を行った。 
４．研究成果 
(1)＜検討 1.＞平成 26 年 11 月 12 日、平成
27 年 2 月 6 日、平成 28 年 2 月 7 日に合同実
習を施行した。実習後アンケートでは、英語
での表現方法が理解できた、実際の臨床現場
を想定したシミュレーションを英語で行う
ことで、より一層コミュニケーションの重要
性が認識できた、今後の英語学習も積極的に
行いたい、などポジティブな意見が大半を占
めた。 
(2)＜検討 2.＞平成 26 年度は縫合実習を 20
回施行、98 名が受講し、平成 27 年度は縫合
実習を 18 回施行、108 名、平成 28 年度は縫
合実習を 17 回施行、105 名が受講した。留学
生による英語での説明のみであったが、上級
医による縫合の手技、仕上がりの評価では、
平均90.6点（100点満点）と高評価であった。
実習後アンケートでは英語説明も理解可能
であった、集中できたなどポジティブな意見
が多かった。 
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